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１．概要（Summary） 

薄膜上に電析された水分解触媒のキャラクタリゼーショ

ンを行うにあたって、電析触媒層の膜厚は重要な情報で

ある。今回、炭酸ニッケル触媒[1]ならびに有機ホスホン酸

添加ニッケル触媒の二つの水分解触媒の触媒構造の解

明を目指し、山口大学ナノテクプラットフォームの触針式

表面形状測定装置を利用し、触媒層の膜厚測定をおこな

った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

触針式表面形状測定装置 

【実験方法】 

ITO 基板上に炭酸ニッケル触媒、有機ホスホン酸添加

ニッケル触媒をそれぞれ 1 時間電析させ、触媒層を形成

させた。電析させた ITO 基板を山口大学ナノテクプラット

フォームに持ち込み、触針式表面形状測定装置を使用し

膜厚測定をおこなった。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

炭酸ニッケル触媒の膜厚測定結果を Fig. 1に示す。 

 

Fig.1 Film thickness measurement for Ni 

carbonate. 

測定結果より、触媒層の厚みはおおよそ 80 nm程度であ

ることが判明した。 
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